
「心のアンケート」結果から（パートⅢ）
１２月に行った、いじめの未然防止と早期解消等を目的に行った「心のアンケート」（県教育委

員会調査）の結果報告の３回目です。（今回が最終回）
今回は、最近全国的に増加傾向にある「ＳＮＳでのいじめ」に係る内容を紹介します。

問１「家庭で自由に使える情報通信機器を持っていますか」（複数回答可）
スマートフォン＝９２人、携帯電話＝３１人、パソコン＝２６人、タブレット＝６６人、
携帯音楽プレーヤー＝４人、ゲーム機器＝１２２人、持っていない＝５６人

問２「家庭で自由に使える情報機器で、ネット上で悪口を書いたり仲間はずれをしたりしたことはあ
りますか」
悪口はある＝７人、仲間はずれはある＝０人

問３「家庭で自由に使える情報通信機器で、家庭での決まり事（ルール）はありますか」
ある＝１１８人、ない＝３０人

問４「２２時から５時まで使わないというルールを守っていますか」
いつも守れている＝６１人、時々守れないことがある＝５５人
ほとんど守れていない＝１１人、ぜんぜん守れていない＝１０人
時間の決まりごとは決めていない＝１１人

問５「家庭で自由に使える情報通信機器にフィルタリングはつけていますか」
つけている＝３６人、今は外している＝１人
はじめからつけていない＝１６人、つけているか分からない＝９５人

問６「家庭で自由に使える情報通信機器の１日の使用時間はどのくらいですか」
３０分未満＝３２人、３０分～１時間＝２４人、１時間～１時間３０分＝２２人
１時間３０分～２時間＝２５人、２時間～２時間３０分＝２２人
２時間３０分～３時間＝１６人、３時間以上＝２９人

ＳＮＳは、生活を豊かにする優れた機器です。また、学校においても、１人１台配付されて
いるタブレットＰＣを活用し、学びに深まりをもたせているところです。しかし、近年ＳＮＳ
を介したいじめや性犯罪等が増加しています。また、それが低年齢化しています。
本校でもウエブやアプリが使用できる情報通信機器を自由に使える児童の割合は７８％で、

これは全国的にみても高い割合を示しています。
お子様をＳＮＳ上のトラブルから守る（被害者にも加害者にもさせない）ために、家庭内で

ＳＮＳ機器を持たせるか否か、持たせる場合はそのルールづくりとそれを守らせる方法等をお
考えいただき、徹底させてほしいと思います。

子育て一口メモ 「自己中心性は、精神的未熟さの証拠」 幼児教育家 はやし浩司

相手の心の中に、一度入って、相手の立場で考える。これを心理学の世界では、「共鳴性」（サ
ロヴェイ「ＥＱ論」）という。それができる人を、人格の完成度の高い人という。そうでない人
を、低い人という。学歴や地位とは関係ない。ないばかりか、かえってそういう人ほど、人格
の完成度が低いことが多い。そのためにも、まず親のあなたが、自分の自己中心性と戦い、子
供に、その見本を見せるようにする。

※学校ホームページにもご覧ください。（インターネットで 八代小学校 とご検索ください）
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ゲームが子供の脳に及ぼす影響

脳科学的手法で認知機能の発達を研究している川島隆太と横田晋務たちの研究
グループは、５歳から１８歳の子供や若者を対象に、３年間の間隔を空けて脳の
画像を撮影し、知能も測定して、ゲームをする時間が脳の形態や認知機能に与え
る影響について検討されています。

その結果、ゲームをする時間が長いほど、語彙力や言語的推理力に関連する言
語性知能が低いことが明らかになったそうです。また、驚くべきことに、長時間
ゲームをする子供の脳は、脳内の各組織の発達に遅れがみられることがわかった
そうです。脳画像からは、記憶や自己コントロール、やる気などを司る脳の領域
における細胞の密度が低く、発達が阻害されていることが明らかになったそうで
す。

さらには、ゲームで長時間遊んだ後の３０分～１時間ほどは、前頭前野が十分
働かない状態にあり、その状態で本を読んでも理解力が低下してしまうというこ
とを示すデータも報告されています。ゲーム中には、物事を考えたり自分の行動
をコントロールしたりするのに重要な役割を担う前頭前野の血流量が少なくな
り、機能が低下してしまうのだろうと言われています。

このように、ゲームが知的発達を阻害することが、脳画像によっても実証され
ているのです。言語性知能が低くなり、記憶、自己コントロール、やる気などと
関係する脳領域の発達に遅れがみられるのでは、学習がスムーズに進むとは思え
ません。

また、小学校５年生～中学校３年生を対象に、スマホの使用時間と学業成績の
関係についての調査も行われています。その結果、スマホの使用時間が長いほど
成績が悪いことが判明したそうです。恐るべきことには、１日２時間以上勉強し
ていても、スマホ使用が４時間以上になると、スマホをやらないけれども勉強時
間が３０分未満の子供より成績が悪かったそうです。


